
４ 成 果
【幼･保･小連携のネットワークの構築】

○幼児教育センター設立当初より、市町村教育委員会と保育主管課に向けて幼･保･小連

携の推進の理解啓発に努めており、連絡体制が整備されつつある。

○栃木県幼稚園連合会、栃木県保育協議会、栃木県民間保育園連盟、栃木県日本保育協

会の４団体に対しても、事業の説明や研修参加の依頼等を通して、幼児教育センター

が率先して関係者との連携を図ってきた。その結果、各地域でも関係者間の連携が進

み、子どもの現状、研修内容やその成果等について徐々に理解が深まり、ネットワー

クが構築されてきた。

○私立幼稚園や保育所を含む幼・保・小連携の推進に当たって、現在のような体制整備

ができたのは、各市町村や関係団体との良好な関係性があってのことである。特に、

私立幼稚園や保育所についても研修の対象としたり、情報の共有化を図るなど、日々

の小さな取組が累積することにより連携体制が整備されてきたと考えられる。

○幼児教育センターを中心とした連携体制が整備されたことで、年度当初に県内すべて

の幼稚園・保育所、小学校、市町村教育委員会・保育主管課に、幼児教育センターガ

イドブック（事業内容・年間の研修案内等）を送付して研修の周知をしたり、定期的

に幼児教育に関する情報等を提供したりして、保育の質の向上に対する働きかけが可

能になった。さらに、県の教育行政に関する情報等を提供し、小学校との情報の共有

が図れるようにもなってきている。

【研修参加者による園内・校内や地域への還元】

○幼・保・小教職員相互職場体験研修等の研修者が互いの保育・教育の理解を深めるこ

とで、幼稚園・保育所においては、「幼児期に大切にしたいものは何か」、小学校に

おいては、「授業の中に身体表現や具体物を使ったゲームを取り入れるなど、遊びの

要素を生かした教科学習とは何か」等を踏まえ、子どもの学びをつなぐための具体的

方策が明確になった。

○研修で学んだことを実際の保育・教育に生かしたり、今後の連携の在り方等を研修会

で報告したりするなど職場内外で啓発を図ることにより、その成果を地域の各施設に

還元している。

○このことにより、私立を含めて、幼稚園・保育所における小学校入学前の子どもにか
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